
園名 ・興味を持った子は両手に抱えながらたたく姿がみられている。

日時

・保育士の真似をして無我夢中で ・「おおきなたいこ」の歌に

たくさんたたいている姿が見られる。 合わせて両手を使いリズム良く

たたいている姿。

３，活動のために準備した素材や道具、環境設定

ミルク缶（周りは危なくないようビニールテープとガムテープを貼り、

可愛く装飾しているものを用意する。周りには他の玩具が散乱していない

ようにしておく。

あそか保育園

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書 ＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関り＞

9月

１，活動テーマ

＜テーマ設定理由＞

２，活動スケジュール

＜テーマ＞

・ミルク缶を使って自由に音を鳴らしたり転がして遊ぶことを楽しむ。

子ども達が室内にある様々な玩具を使って音を鳴らしたりする姿が見られ

ていたので身近にあるミルク缶を使って楽しむ活動を行えると楽しいと

思った。

前回はリトミック後に繰り返し遊んでみたので、今回は身近な物を使用

して楽しむことが出来ると良いと思った。今後も室内にある色々な物を

使った活動をする中で楽しんで音を出す、自由な活動を楽しめると良い。

４，探究活動の実践

＜活動内容＞

子ども達が自由遊びをしている時に保育士がミルク缶を出したたいて見せると、興味を持っ

た子どもが側に集まってくる。保育士の真似をして、手のヒラを使って叩いてみたり転がし

て追いかける姿が見られる。保育士が「おおきなたいこ」の歌を歌い始めるとリズムに合わ

せてたたくことを楽しむ子もいる。たたくだけでなく持ち上げたり側面をたたいている子も

いるので、自由な活動として楽しむ様子を見守りながら一緒に楽しんだ。

段ボールをみんなで叩いて遊ぶことは何度もあったが、一人1つずつ用意して取り組

んだことは初めてであったので十分な数を用意することができたことも子ども達が

じっくりと楽しめた理由の1つであったのではないかと思う。歌に合わせて自由に叩

くこと、保育士の真似をして叩く事を楽しむ子ども達の姿、また、全く違う遊びに

なっていく姿も楽しみ方の一つとして見ることができたのではないかと思う。

＜振り返りによって得た保育士の気づき＞

５，振り返り


